
〈
研

究

論

文

６
〉

道
元
と
鈴
木
正

三

に
お
け

る
修
証
観

―
―
修
証
一
等
と
役
即
仏
行
の
視
点
か
ら
―
―

一
　

序

道
元
（
一
二
〇
〇
～
五
三
）
が
正

師

を
求

め
て

入
宋

し
、
天
童
如
浄

に
嗣
法

し
て
日

本
曹
洞
宗
の
祖
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で

あ
る
が
、
近
世

初

頭
の
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
～
一
六
五
五
）
も
「
禅
の
一
派
を
起
し
、
世
に
正

三
派
と
唱

へ
」
て
仁
王
禅
を
提
唱
し
た
と
さ
れ
る
。

正
三
の
門
人
信
覚
恵
中
（
一
六
二
八
―
一
七
〇
三
）
は
師
の
立
場
を
「
先
祖

已
来
曹
洞
禅
門
に
帰
す
」
と
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
正
三
と

道
元

の
比

較
は
検
討
さ

れ
て
こ

な
か

っ
た
。
そ
こ
で

本
稿
で
は

彼
ら
の
出

家
・
坐
禅
観
、
修
証
観
、
嗣
法
観
に
着
目
し
、
そ
の
特
色
を
検
討
す
る
。
特

に
こ
こ
で
は
、
正
三
の
修
行
論
を
「
役
即
仏
行
」
と
規
定
し
、
道
元
の
修
証

一
等
と
比
較
す
る
こ
と
で

、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三
　
浦
　
雅
　
彦

二
　

出

家

・
坐

禅

観

道
元
は
一

二
巻

本

『
正
法

眼
蔵
』
「
出

家
功
徳
」

の
巻
で
、
出

家
と
在
家

の
立
場

の
違

い
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
三

世
十
方
諸
仏
、
み
な
一

仏
と
し
て
も
。
在
家
成

仏
の
諸
仏
ま
し
ま

さ
ず
。
過
去
七
仏
の
ゆ
ゑ
に
、
出
家
受
戒
の
功
徳
あ
り
。
衆
生
の
得
道
。

か
な
ら
ず
出
家
受
戒

に
よ
る
な
り
。
お
ほ
よ
そ
出
家
受
戒

の
功
徳
、
す

な
は
ち
諸
仏
の
常
法
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
そ
の
功
徳
無
量

な
り
。
聖
教
の

な
か
に
在
家
成
仏
の
説
あ
れ
ど
正

伝
に
あ
ら
ず
、
女
人
成
仏

の
説
あ
れ

ど
ま

た
こ
れ
正

伝
に
あ
ら
ず
、
仏
祖
正
伝
す
る
は
出
家
成
仏

な
り
」

一

二
巻
本

は
道
元
の
最
晩
年
の
思

想
を
著
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

彼
は
三
世
十
方
の
諸
仏
の
中
で
、
た
だ
一
仏
と
い
え
ど
も

「
在
家
成
仏
」
の

仏
は
な

い
と
し
た
。
そ
し
て
彼
は
「
出

家
受
戒
」
の
功
徳
を
説
き
、
そ
れ
は
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諸

仏

の

常

法

で

あ

る

が

ゆ

え

に

、

そ

の

功

徳

は

計

り

知

れ

な

い

と

し

、

ま

た

仏

伝

に

は

「

在

家

成

仏

」

や

「

女

人

成

仏

」

の

説

は

あ

る

が

何

れ

も

「
正

伝

」

で

は

な

く

、

仏

祖

の

正

伝

は

た

だ

「

出

家

成

仏

」

だ

け

で

あ

る

と

し

た

。

ま

た

、

次

の

よ

う

に

も

述

べ

る

。

「
し
る
べ
し
、
出
家
し
て
禁
戒
を
破
す
と
い
へ
ど
も
、
在
家
に
て
戒
を

や

ぶ

ら

ざ

る

に

は

す

ぐ

れ

た

り

。

帰

仏

か

な

ら

ず

出

家

受

戒

す

ぐ

れ

た

る
べ
し
。
出
家
を
す
す
む
る
果
報
、
エ
ン
魔
王
に
も
す
ぐ
れ
、
輪
王
に
も

す

ぐ

れ

、

帝

釈

に

も

す

ぐ

れ

た

り

。

た

と

ひ

毘

舎

・

首

陀

羅

な

れ

ど

も

、

出

家

す

れ

ば

刹

利

に

恥

す

ぐ

る

べ

し

。

な

ほ

瑛

魔

王

に

恥

す

ぐ

れ

、

輪

王

に

も

す

ぐ

れ

、

帝

釈

に

も

す

ぐ

る

。

在

家

戒

か

く

の

ご

と

く

な

ら

ず

、

ゆ

ゑ

に

出

家

す

べ

し

」

出

家

の

破

戒

は

在

家

の

持

戒

に

優

る

。

だ

か

ら

仏

法

に

帰

依

す

る

と

き

は

。

出

家

し

て

受

戒

す

る

の

が

よ

い

。

出

家

を

す

す

め

る

そ

の

果

報

は

、

閻

魔

王

や

転

輪

王

、

帝

釈

天

よ

り

も

優

れ

て

い

て

、

た

と

え

毘

舎

や

首

陀

羅

で

も

、

出

家

す

れ

ば

刹

那

よ

り

も

優

れ

た

も

の

と

な

る

。

し

か

し

在

家

戒

で

は

そ

う

は

い

か

な

い

か

ら

、

必

ず

出

家

す

べ

き

だ

と

い

う

。

こ

う

し

て

晩

年

の

道

元

は

出

家

至

上

主

義

の

立

場

を

と

っ

た

の

に

対

し

、

正

三

は

出

家

を

ど

う

考

え

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

「
・
：

御

幡

下

衆

、

何

某

毆

子

息

来

リ

、

剃

髪

ヲ

乞

フ

。

師

聞

テ

日

、

我

元
ヨ
リ
家
職
ヲ
捨
テ
、
法
ヲ
求
ル
事
嫌
也
。
殊
二
侍
ノ
ヲ
ツ
キ
ル
抔
ハ
、

カ

ジ

ケ

タ

心

也

。

修

行

ノ

為

二

ハ
奉

公

二
過

ギ

タ

ル

事

ナ

シ

、

出

家

シ

テ
ハ
却
テ
地
獄
ヲ
作
ラ
ル
べ
シ
。
奉
公
則
修
行
ナ
リ
ト
再
三
示
シ
給

フ
」

あ

る
旗
本

（
幡
下
）
の
子

息
が
正
三

の
も
と

を
訪
れ
て

剃
髪
を
乞
う
た
。

し

か
し
彼
は
「
家
職
」
を
捨
て
て
出

家
す

る
こ
と
の
非
を
説
き
、
「
奉
公

則

修
行
」

と
説

い
た
。
武
士
の
奉
公
は
仏
法

の
修
行
と
同
じ
だ
、
と

い
う
の
で

あ

る
。
最
終
的

に
こ
の
子
息
は
出
家
を
思
い
と
ど
ま

っ
た
が
、
正
三
は
安
易

な
出

家
を
好
ま
ず
、
在
俗
の
ま
ま
で

の
修
行

を
す
す
め
た
。

た
だ
正
三
は
「
六
右
息
女
出
家
望
ノ
由
、
尤
二
候
。
若
出
家
候
ハ
バ
、
不

浄
観
ヲ
与
ヱ
可
。
被
‘
・
申
候
」
と
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
出
家
そ
の

も

の
を
否
定
し
て

い
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
彼

の
仁
王
禅
は
多
く
の
武
士
を

対

象
と
し

た
も

の
で
、
そ
の
在
家
主
義
的
性

格
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
彼

は

「
古
ヨ
リ
仏
法
二
帰
ス
ル
者
ハ
、
在
家
ニ
テ
モ
三
帰
五
戒
ヲ
受
ル
法
ニ
テ
候
。

然
共
奉
公
ノ
身
二
於
テ
ハ
、
外
二
ハ
持
チ
難
キ
事
モ
可
‘
・
多
侯
。
内
心
二

能
是
ヲ
持
タ
ル
ベ
シ
」
と
し
、
あ
る
武
士
に
在
家
の
守
る
べ
き
戒
を
書
き
与

え
て
い
る
。
そ
の
戒
は
在
家
の
奉
公
の
身
で
「
外
ニ
ハ
持
チ
難
キ
」
と
こ
ろ

を
「
内

心
」
で

守
る
よ
う
説

い
た
も
の
で

あ
る
。

道
元

が
出

家
至
上
主
義
を
展
開
し
、
出
家
受

戒
を
重
視
す
る
半
面
、
在
家

の
戒
を
軽
く
見
た
の
に
対
し
。
正
三
は
在
家
主
義
的
性
格
が
顕

著
で
。
在
家

の
「
内
心
の
持
戒
」

を
認

め
る
立
場
を
と
っ
た
。
さ
ら

に
両
者
は
。
そ
の
坐

禅
観
に
お
い
て

も
異

な
る
主
張

を
展
開
し
た
。
ま
ず
道
元
は
「
坐
禅
義
」
で

次
の
如
く
述
ぺ

る
。

「
参
禅
は
坐
禅

な
り
。

坐
禅
は
静
処
よ
ろ
し
。
坐
蓐
あ
つ
く
し
く
べ
し
。
風
烟
を
い
ら
し
む
る
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事
な
か
れ
、
雨

露
を
も
ら
し
む

る
こ
と
な
か
れ
、
容
身
の
地
を
護
持
す

べ
し
。

か
つ
て

金
剛

の
う
へ

に
坐
し
、
盤
石

の
う
へ
に
坐
す
る
蹤
跡
あ

り
、

か
れ
ら
み

な
草
を
あ
つ
く
し
き
て
坐
せ
し
な
り
。
坐
処
あ
き
ら
か

な
る
べ
し
、
昼

夜
く
ら

か
ら
ざ
れ
。
冬
暖
夏

涼
を
そ
の
術
と
せ
り
。

諸
縁

を
放
捨
し

。
万

事
を
休
息
す
べ
し
。
善
也
不
思
冊一
な
り
、
悪

也
不

思
量
な
り
。
心
意
識
に
あ
ら
ず
、
念
想
観
に
あ
ら
ず
。
作
仏
を
図
す
る

事
な

か
れ

、
坐
臥

を
脱
落
す

べ
し
。

飲
食
を
節
蛩
す

べ
し

、
光
陰
を
踵
惜
す
べ
し
。
頭
燃
を
は
ら
ふ
が
ご
と

く
坐
禅
を
こ

の
む

べ
し
。
黄
梅
山
の
五

祖
、
こ
と
な
る
い
と
な
み
な
し

。

唯
務
坐
禅
の
み
な
り
」

道
元
の
坐
禅

は
静
中
の
工
央
で
、
そ
れ
は
彼
に
お
け
る
修
行

の
中
心
を
占

め
る
も
の
だ

っ
た
。

例
え
ば
彼

は
「
宗
門
の
正

伝
に
い
は
く
、
こ
の
単
伝
正

直
の
仏
法

は
、
最
上

の
な
か
に
最
上
な
り
。
参
見
の
は
じ
め
よ
り
、
さ
ら
に

焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経
を
も
ち
ゐ
ず
、
た
だ
し
打
坐
し
て
身
心

脱
落
す
る
こ
と
を
え
よ
」
と
し
た
。

道
元

は
坐
禅
以
外

の
余
行

を
否
定
し
、
坐
禅
中

心
主
義
の
修
行
論
を
展
開

し
た
。
し

か
し
正

三

は
、
禅
者
で
あ
り
な
が
ら
必
ず
し
も
坐
禅
に
こ
だ
わ
ら

な

い
。

「
一
日
天
徳
院
二
於
テ
日
。
長
老
能
心
得
メ
サ
レ
ヨ
、
初
心
ノ
者
ニ
強

ク
坐
禅
抔
サ
セ
メ
サ
ル
ル
ナ
。
此
前
去
寺
ノ
僧
、
久
ク
抜
柄
坐
禅
シ
ケ

ル

ガ
、
後

二
ハ
光
明
ヲ
発
ツ
ト
云
沙
汰

ア
リ
ケ
ル
ガ
、
頓
テ

機
違

二
成

也
」

正

三

は

「

機

（

気

）

違

い

」

に

な

る

と

い

う

理

由

で

初

心

者

に

強

く

坐

禅

さ

せ

る

こ

と

を

否

定

す

る

。

で

は

坐

禅

以

外

の

方

法

で

い

か

な

る

修

行

を

行

う

の

か

。

「

修

行

卜

云

ハ

、
機

ヲ

養

ヒ

立

ル

事

也

。

故

二

古

人

モ

長

養

ト

イ

ヘ

リ

、

必

ズ

機

ヲ

ヘ

ラ

ス

ペ

カ

ラ

ズ

。

今

時

無

理

行

ヲ

ナ

シ

、

亦

ヌ

ケ

ガ

ラ

坐

禅
ヲ
ナ
シ
テ
、
機
ヘ
リ
テ
病
者
卜
成
、
気
違
ヒ
ト
成
者
数
ヲ
知
ラ
ズ
」

正

三

は

修

行

の

要

点

を

、

「

機

」

を

減

ら

さ

ず

養

い

立

て

る

こ

と

と

す

る

。

機

を

養

う

た

め

な

ら

、

坐

禅

と

い

う

形

を

取

ら

な

く

て

も

構

わ

な

い

の

で

あ

る

。

前

述

の

道

元

に

対

し

、

正

三

は

機

中

心

主

義

を

修

行

の

特

色

と

し

た

。

た

だ

彼

の

場

合

、

「

機

」

が

充

実

し

た

と

き

行

わ

れ

る

坐

禅

を

こ

う

述

べ

る

。

「

始

ヨ

リ

忙

敷

中

ニ

テ

坐

禅

ヲ

仕

習

タ

ル

ガ

好

也

。

殊

二

侍

ハ

猊

波

ノ

中

二

用

ル

坐

禅

ヲ

仕

習

ハ

デ

不

‘
・

叶

、

鉄

砲

ヲ

バ

タ

く

卜

打

立

テ

、

互

二

鎚

先

ヲ

揃

ヱ

テ

。

ワ

ツ

く

卜

云

テ

、

乱

レ

逵

中

ニ

テ

。

急

度

用

ヒ
テ
爰
デ
使
事
也
。
ナ
ニ
ト
静
ナ
ル
処
ヲ
好
ム
坐
禅
が
、
加
様
ノ
処
ニ

テ

使

レ

ン

ヤ

。

総

而

侍

ハ

、

ナ

ニ

ト

好

仏

法

ナ

リ

ト

云

ト

モ

、

ト

キ

ノ

声
ノ
内
ニ
テ
用
二
立
ヌ
事
ナ
ラ
バ
捨
タ
ガ
ヨ
き
也
」

正

三

は

静

中

の

工

夫

で

は

な

く

動

中

の

工

夫

を

説

い

た

。

特

に

侍

の

坐

禅

は
、
と
き
の
声
を
あ
げ
、
鉄
砲
を
撃
ち
、
敵
に
突
撃
す
る
中
で
も
行
わ
れ
る

坐

禅

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

正

三

の

仁

王

禅

は

武

士

に

多

く

の

支

持

者

が

い

た

が

、

そ

れ

は

彼

の

坐

禅

観

が

彼

ら

に

好

ま

れ

た

こ

と

に

一

因

が

あ

る

と

思
わ
れ
る
。
ま
た
動
中
の
工
央
は
後
の
白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
五
～
一
七
六
八
）

も

説

い

た

が

、

正

三

の

主

張

は

そ

の

先

駆

と

し

て

注

目

さ

れ

る

。

道元と鈴木正三における 修証観83



三
　

修

証

一

等

と

「

役
即

仏

行

」

正
三

の
修
行
論

を
こ
こ
で

は
「
役

即
仏
行
」
と
規
定
し
た
が
、
こ
れ
は
正

三

自
身
が
述
ベ
た
言

葉
で

は
な
い
。

簡
単
に
定
義
す
れ
ば
、
彼
が
僧
俗
を
含

め
た
当
時
の
諸
身
分

を
「
役
人
」

と
呼
び
、
そ
の
職
分
を
「
役
」
と
規
定
し

た
う
え
で

、「
役
」
の
実
践
を
「
仏
行
」
と
見
な
し

た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
初
出

は
寛
永
二
〇

年
（
一
六
四
三
）
一
〇
月
一

二
日
付

の
「
武

勇
ノ
家

ニ
生
ル
ル
人
ハ
、
君
恩
ヲ
報
ゼ
ン
ガ
為
二
、
義
ヲ
重
ジ
テ
命
ヲ
軽
ズ
ル
事
、

侍
ノ
本
意
也
。
殊

二
況

ヤ
、
賊
徒
ヲ
退
治

シ
、
国
ヲ
治

メ
。
民
ヲ
養
育

ス
ル

役
人
也
」
と
い
う
一
文
に
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
「
侍
ノ
役
儀
ナ
ル
間
、
果
シ

眼
坐
禅
ヲ
仕
習
ワ
ル
べ
シ
。
…
…
各
々
モ
六
具
ヲ
シ
メ
。
大
小
十
文
字
二
指

働
ラ
カ

シ
、
八
幡
卜
云
テ
ネ
ジ
廻

シ
、
睨
ミ
付
テ
。
坐
禅
ヲ
仕
習

ヒ
メ
サ
レ

ヨ
」
に
と
説
い
た
。
彼
が
坐
禅
せ
よ
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
武
士
の
「
役
儀
」

と
別

に
行
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
す
な
わ
ち
「
役
儀
」
を
実
践
す

る
こ
と

が
、
そ
の
ま
ま
「
坐
禅
」
な
の
で
あ
る
。

「
一
日
若
キ
侍
両
人
来
、
修
行

ノ
用
心
ヲ
問
。

師
彼
一
一
問
テ
日
、
其
方
達
ハ
何
役
ヲ
メ
サ
ル
ル
ヤ
。

時

二
一
人
、
広
間
番
ヲ
仕
ル

ト
云
。

師
示
日
、
狼
藉
者

二
於
テ

ハ
、
縱

ヒ
攀
哈
・
長
良
（
張
良
）

也
共
、
八

幡
透
ス
マ
ジ
ト
、
急
度
ネ
ヂ
マ
ワ
シ
テ
番
ヲ
作
ス
べ
シ
。
是
則
チ
坐
禅

也
。
別

二
用
心
有

ベ
カ
ラ
ズ
。

亦
一
人

ハ
、
供
番
也

卜
云
。

師
示
日

、
何
者
一一
テ
モ
ア
レ
、
ウ

ロ
タ
エ
者
、
亦

ハ
逆
心
ノ
者
出
来
ラ

バ
、
忽
チ
無
手
卜
引

組
テ
指

違
ン
ト
急
度
死

ヲ
窮

メ
、
眼
ヲ

ス
ヱ
テ
供

ヲ
作
ス
ベ

シ
。
是

則
坐
禅
也
。
機
ヲ
抜

シ
テ
供
ヲ
作

セ
バ
用

二
立
ベ
カ

ラ
ズ
ヒ
也
」

広
間
番
で
も
供
番
で

も
、
武
士
は
与
え
ら
れ
た
役
俄

を
精
励
す
れ
ば
、
そ

れ
は
「
坐
禅
」
と
同
じ
宗
教
的
価
値
を
も
つ
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て

正
三

は
、
武
士

を
「
役

人
」
と
し
、

そ
の
職
分

を
彼
ら

の
「
役
」

と
し
。

「
役
」
の
実
践

を
「
坐
禅
」

に
見

立
て

た
。
こ
の
考
え
方

は
武
士

に
始
ま
る

が
。
や
が
て
他
の
諸
身
分
に
も
適
用
さ
れ
始
め
る
。

例
え
ば
農
民
は
「
天
よ
り
授
給
る
世
界
養
育
の
役
人
」
で
、
商
人
は
「
国

中
の
自
由
を
な
さ
し
む
へ
き
役
人
」
で
、
医
師
や
僧
侶
も
「
さ
れ
は
医
師
は

肉
身
の
病
を
治
し
、
仏
弟
子
は
煩
悩
業
苦
の
心
病
を
治
す
る
役
人
な
り
」
と

さ
れ
。
職
人
に
は
「
何
の
事
業
も
皆
仏
行

な
り
。
人
々
の
所
作
の
上

に
を
ひ

て
、
成
仏
し
た
ま
ふ
ベ
し
。
仏
行
の
ほ
か
成
作
業
有
べ
か
ら
ず
」
と
説
か
れ

た
。
武
士

の
職

分
を
「
坐

禅
」
と
し
て

い
た
も
の

が
「
何
の
事
業

も
皆
仏

行
」
と
さ
れ
、
農
民

に
は
「

農
業
則
仏
行
」
と
言
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

「
農
人

問
云
、
後
生
一

大
事
、
疎
な
ら
す
と
い
へ
と
も
、
農
業
時
を
逐

て
ひ
ま
な
し
、
あ

さ
ま
し
ぎ
渡
世
の
わ
さ
を
な
し
。
今
生
む
な
し

く
し

て
未
来

の
苦
を
受

ベ
き

事
、
無
念
の
至

な
り
。
何
と
し
て
仏
果
に
至
へ

き

や
。
答
云
、
農
業
則

仏
行
な
り
。
意
得
悪
時

は
賤
業
な
り
。
信
心
堅

固

な
る
と
き

は
菩

薩
の
行

な
り
。
隙
を
え
て
後
生
願
と
思
ふ
は
誤
也
。

か
な
ら
す

成
仏

を
と
げ

ん
と
お
も
ふ
人
は
身
心
を
責
て
、
楽
欲
す
る
念



を
退
治
す

る
な
り
。
此
身
を
愛
楽
す
る
心
す
て
、
後
生
願
人
は
万
劫

を

経
る
と
も
成
仏
す

へ
か
ら
ず
。
極
寒
極
熱
の
辛
苦
の
業
を
な
し
、
鋤

鍬

鎌
を
用

得
て

、
煩
悩
の
叢
茂
此
身
心
を
敵
と
な
し
。
す
ぎ
か
へ
し
、
か

り
と
り
と
、
心
を
着
て
ひ
た
責
に
■
て
耕
作
す
へ
し
。
身
に
隙
を
得
時

ハ
煩
悩
の
く
さ
む
ら
増
長
す
。
辛
苦
の
業
を
な
し
て
身
心
を
■
時
は
、

此

心

に
煩
な
し
。
如

・
此
四

時
と
も

に
仏
行

を
な
す
、
農
人
何
と
て

別
の
仏
行
を
好
へ
き
や
」

当
時

の
諸
身
分

を
「
役
人
」
と
呼
び
、
そ
の
職
分
を
「
役
」
と
規
定
し
、

「
役
」

の
実
践
を
「
仏
行
」
と
見

な
す
考
え
方

は
、
彼
の
無
師
独
悟
以
降

に

登
場

し
、
さ
ら

に
正

保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
書

か
れ
、
彼

の
主
著

「
万
民

徳
用
」

の
一
篇
を
な
す

『
四
民

日
用
（
集
）
』
で

定
式
化
さ
れ
た
。
そ
し
て

彼

の
見
性

観
も
ま
た
、
無
師
独
悟
の
影
響
が
あ
る
。

正
三
晩
年
の
述
懐
に
よ
れ
ば
。
「
亦
見
性
ノ
位
モ
無
二
非
ズ
。
是
モ
六
十

一

ノ
歳

八
月
廿
七
日
、
明

レ
ハ
廿
八
日

ノ
暁
、

ハ
ラ
リ
ト
生
死
ヲ
離
レ
、
健

二
本
性
一一
契

フ
」
と
い
う
が
、
「
三
十
日
程
如

‘・
是

シ
テ
過

シ
ケ
ル
ガ
我
思

ハ
、
『
イ
ヤ
我
・
一
似
合
ヌ
事
也
、
只
一
機
ノ
上
ニ
テ
移
り
タ
ル
事
ナ
ル
ベ
シ
』

卜
思

ヒ
、

コ
チ

ョ
リ
打
捨
、
本

二
取

テ
帰
リ
、
彼
死
ヲ
胸
ノ
中
ヱ
ボ

シ
籠

ン

デ
強

夕
修

シ
行

セ
シ
也
。
案
ノ
如

夕
皆
虚
事

ニ
テ
、
今

二
正

三
卜
云

糞
袋

ハ

秘
蔵
也
」
と
あ
る
。

正
三
は
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
六
一
歳
の
と
き
見
性
大
悟
す
る
が
、

三
〇
日
程
で
そ
の
境
地
に
疑
問
を
持
ち
、
見
性
以

前
と
同

じ
修
行

を
行

い
、

晩
年
に
至

っ
た
。
そ
し
て
彼
は
次

の
よ
う
な
考
え
を
提
起
し
た
。

「

一

日

示

日

、

見

性

ノ

分

有

テ

モ

猶

猶

強

修

ス

ル

事

也

、

中

中

隙

ノ

明

事

・
一

非

ズ

。

然

ル

・
一

今

時

ハ

少

見

解

有

バ

、

早

ヤ

修

行

成

就

卜

思

ヒ

師

家

ヲ

立

、

亦

人

ヲ

印

可

ス

ル

也

、

ス

ベ

大

ヒ

ニ

差

ヘ

リ

。

縦

ヒ

見

性

ノ

位

有

ト

モ

、

仏

境

界

ニ

テ

ハ

有

ベ

カ

ラ

ズ

、

何

ヲ

印

可

ス

ル

事

カ

知

ヌ

亊

也

。

若

強

ク

修

シ

透

テ

仏

祖

ト

ー

枚

ノ

境

界

二

至

リ

ナ

バ

、

始

テ

印

可

ヲ

受

ベ

シ

。

夫

サ

ヱ

マ

ダ

超

仏

越

祖

卜

云

事

有

。

大

国

ニ

テ

モ

早

ヤ

法
ノ
ス
ベ
ハ
久
フ
盖
来
卜
見
タ
リ
ト
也
」

正

三

は

見

性

し

て

も

そ

れ

以

前

と

変

わ

ら

ぬ

強

い

修

行

が

必

要

だ

と

し

、

安

易

に

印

可

を

認

め

る

当

時

の

風

潮

を

批

判

し

、

仏

祖

と

一

枚

の

境

界

に

至

っ

て

こ

そ

、

初

め

て

印

可

す

ベ

き

だ

と

し

た

。

こ

れ

を

見

る

と

、

正

三

が

臨

済

系

の

人

物

の

よ

う

に

映

る

か

も

知

れ

な

い

が

。

彼

は

誰

に

も

嗣

法

を

受

け

ず

に

無

師

独

悟

を

つ

ら

ぬ

き

、

嗣

法

の

弟

子

も

持

た

な

か

っ

た

。

ま

た

彼

は

「

縦

ヒ

意

抔

移

タ

ル

ト

モ

、

境

界

ハ

五

生

ヤ

十

生

修

シ

テ

尽

ル

事

二

非

ズ

。

扨

モ

多

生

ニ

モ

至

り

難

ヒ

事

哉

卜

、

三

世

仏

ノ

境

界

ヲ

好

見

届

夕

也

。

然

間

、

我
其
境
界
二
至
タ
ト
云
事
ハ
不
・
成
」
と
も
述
ベ
る
。

彼
自
身
、
「
仏
祖
ト
一
枚
ノ
境
界
」
に
至
っ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
修
行

は

五

生

や

十

生

で

は

尽

き

る

こ

と

が

な

い

と

し

た

。

す

な

わ

ち

正

三

に

お

け

る

修

行

は

、

こ

の

世

に

生

き

る

限

り

。

事

実

上

終

わ

る

こ

と

が

な

い

も

の

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

修

証

観

を

展

開

し

た

正

三

に

対

し

、

道

元

は

ど

う

考

え

た

か

。

前

述

の

如

く

彼

は

、

「

宗

門

の

正

伝

に

い

は

く

、

こ

の

単

伝

正

直

の

仏

法

は

、

最

上

の

な

か

に

最

上

な

り

。

参

見

の

は

じ

め

よ

り

、

さ

ら

に

焼

香

・

礼

道元と鈴木正三における 修証観85



拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経
を
も
ち
ゐ
ず
、
た
ゞ
し
打
坐
し
て
身
心
脱
落
す
る

こ

と
を
え
よ
」
と
し
た
。
こ
う
し
て
道
元

は
念
仏
等
の
余
行
を
否

定
し
て
坐

禅
中

心
主
義
を
展
開
し
、
さ
ら
に
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

「
そ
れ
、
修
証

は
ひ
と
つ

に
あ
ら
ず

と
お
も
へ

る
、

す
な
は
ち
外
道

の

見
な
り
。
仏
法
に

は
、
修
証
こ
れ
一
等
な
り
。
い
ま
も
証
上
の
修
な
る

ゆ
ゑ

に
、
初
心
の
辧
道
す
な
は
ち
本
証
の
全
体
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、

修
行

の
用
心
を
さ
づ
く
る
に
も
、
修
の
ほ
か
に
証
を
ま
つ
お
も
ひ
な
か

れ
と
を
し
ふ
、
直
指
の
本
証
な
る
が
ゆ
ゑ
な
る
べ
し
。
す
で

に
修
の
証

な
れ
ば
、
証

に
き

は
な
く
、
証
の
修
な
れ
ば
、
修
に
は
じ
め
な
し
。
こ

こ
を
も
て
、
釈
迦
如
来
、
迦
葉
尊
者
、
と
も
に
証
上
の
修
に
受
用
せ
ら

れ
、
達
磨
大
師
・
大
鑑
高
祖
、
お
な
じ
く
証

上
の
修
に
引

転
せ
ら
る
。

仏
法
住
持
の
あ
と
、
み
な
か
く
の
ご
と
し
」

修
行
と
悟
り
が
一
つ
で

は
な
い
と
考
え

る
の
は
外

道
の
見
解
で

あ
る
。

い

ま
行

っ
て

い
る
修
行
も
、
本
来
的
な
悟
り
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現

し
て

い

る
。
そ
れ
ゆ
え
修
行
の
心
構
え
を
授
け
る
に
際
し
て

は
、
修
行
に
徹
す
る
だ

け
で
、
悟
り
を
期
待
し
て

は
な
ら
な
い
と
教
え
る
の
で
あ
る
。

道
元

に
お
け

る
修
行

は
、
坐
禅
と
言

っ
て
よ
い
。
通
常
は
悟
る
た
め
に
坐

禅
す

る
、
す
な
わ
ち
悟

り
が
目
的
で
、
坐
禅
は
手
段
と
さ
れ
る
。
し
か
し
道

元

に
よ

れ
ば
。
坐
禅
は
そ
の
ま
ま
悟
り
で
あ
る
。
悟
り
の
う
え

に
行
わ
れ
る

坐
禅

だ
か
ら
、
は
じ
め
の
坐
禅

に
悟
ｈソ
の
全
体
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

坐
禅

に
よ

っ
て

実
現
す

る
悟
り

だ
か
ら
。
そ
の
悟
り
に
は
際
限
が
な
い
し
、

悟
り

の
う
え

の
坐
禅
だ
か
ら
、

そ
の
坐
禅

に
は
じ

め
と

い
う
こ
と
も
な
い
。

こ
う
し
て
道
元
の
坐
禅
は
、
始
ま
り
も
な
け
れ
ば
終
わ
り
も
な
く
、
永
続
的

に
行

わ
れ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

道
元
と
正
三

は
、
一
見
し
て
全
く
異
な
る
修
証
観
を
展
開
し
た

か
に
見
え

る
。
正

三
は
、
見
性
・
印
可
を
容
易

に
は
認
め
な
い
こ
と
で
。
五
生
や
十

生

で

は
尽
き
な

い
ほ
ど
の
、
こ
の
世

に
お
け
る
永
続
的
な
修
行
を
説

い
た
。
対

す
る
道
元
は
修
行
と
悟
り
を
一
つ
の
も
の
と
見
な
し
、
悟
り
の
う
え
に
裏
付

け
ら
れ

た
、
始
ま
り
も
な
け
れ
ぱ
終

わ
り
も
な

い
修
行
を
説
く
。
す
な
わ
ち

両
者

の
修
行

は
。
こ
の
世
に
お
け
る
永
続
性
と

い
う
点
で
共
通
性

を
も
つ
の

で
あ

る
。

四
　

嗣

法

と

無

師

独
悟

近
世
初
頭
の
禅
界
（
特
に
臨
済
系
）
で

は
、
「
二
百
年
来
の
正
法
の
敗
乱
」

に
危
機
感
を
感
じ
、
無
師
独
悟
す
る
者
が
続
出
し
た
。
木
村
静

雄
は
「
江
戸

時
代

の
禅
界

は
、
特
色
あ
る
自
由
思
想
家
の
輩
出
で
、
清
新
の
気

に
満
ち
、

こ

の
時

期
を
禅
宗
史
上
一
種
の
近
世

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い

る
」

と
し
。
鈴
木
正

三
の
ほ

か
雲
居

希
膺
（
一
五
八
三
～
一
六
五
九
）
。
沢
庵

宗

彭
（
一
五
七
三
一

一
六
四
五
）
、
盤
珪

永
琢

（
一
六
二
二
～
九
三
）、
大
愚
宗
築

（
一
五
八
四
一
一
六
六
九
）
、

一
統
文
守
（
一
六
〇
八
一
四
八
）
ら
を
取
り
上
げ
、

「
…

…

」
れ
ら
の

日
本
禅

宗
史
上
珍
し

い
。
自
由
清
新
な
活
力
の
源
泉
の
秘

密
は
ヽ
彼
ら
の
鄒
昨
獅
を
の
体
験
と
自
信
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し

た
。こ

う
し

た
こ
と
も
あ

っ
て
彼
ら
の
活
動
は
、
白
隠

の
出
現
前
夜
で
は
あ

っ



た

が

、

活

況

を

呈

し

て

い

た

。

ま

た

従

来

、

無

師

独

悟

は

正

式

の

嗣

法

に

比

べ
て
一
段
低
く
見
ら
れ
、
道
元
は
「
こ
の
仏
道
。
か
な
ら
ず
嗣
法
す
る
と
き
、

さ
だ
め
て
嗣
書
あ
り
。
も
し
嗣
法
な
き
は
天
然
外
道
な
り
」
と
そ
の
非
を
強

調

し

た

。

こ

う

し

た

非

難

に

対

し

、

正

三

の

門

人

恵

中

は

次

の

よ

う

に

述

べ

る

。
「
客
日
、
石
平
〔
正
三
〕
雖
‘
・
有
・
見
性
分
・
・
、
血
脈
ヲ
不
・
‘
・
相

續

‘
・

、

無

師

自

證

ナ

ル

間

、

新

法

ノ

外

道

ナ

リ

ト

難

ス

ル

者

有

。

此

義

如

何

。

答

日

、

此

事

自

知

自

得

、

以

心

傳

心

也

。

是

ヲ

血

脈

貫

通

卜

云
。
外
ニ
書
圖
ヲ
傳
、
衣
ヲ
傳
ル
ハ
信
体
ノ
為
ニ
シ
テ
非
‘
・
真
。
・
・
・

大

国

ノ

蓮

池

・

達

観

・

敢

”

山

等

、

能

師

意

二

類

ス

。

各

大

見

地

ヲ

雖

‘
・

具

、

終

二
祖

ヲ

不

‘
・

續

、

無

師

自

證

ニ

シ

テ

教

者

ノ

如

、

禅

者

ノ
如
一
一
シ
テ
大
二
禅
教
ノ
弊
ヲ
扶
起
ス
。
而
モ
此
ニ
三
師
祖
ヲ
不
町

紹

事

モ

、

強

テ

師

承

ヲ

避

ル

ニ

ハ
非

ズ

。

師

卜

可

‘
・

爲

人

無

故

也

。

石

平

ノ

意

モ

亦

同

‘
・

之

」

正

三

は

「
見

性

ノ

分

」

が

あ

れ

ど

も

、
「
血

脈

」

を

継

が

ず

「
無

師

自

証

（
独

悟

）
」

で

あ

る

が

ゆ

え

に

「
新

法

ノ

外

道

」

と

非

難

す

る

者

が

い

た

と

さ

れ

る

。

こ

れ

を

見

る

と

、

正

三

の

無

師

独

悟

は

周

知

の

事

実

だ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

こ

れ

に

対

し

恵

中

は

、

雲

棲

株

宏

（
蓮

池

大

師

、

一
五

三

五
一

一

六

一

五

）
、

紫
柏
達
観
（
一
五
四
三
～
一
六
〇
三
）
、
愍
山
徳
清
（
一
五
四
六
～
一
六
二
三
）
と

い
う
明
末
の
三
師
を
提
示
し
、
「
能
ク
師
ノ
意
ニ
類
ス
｝
と
し
た
。
正
三
は

天

正

七

年

（
一
五

七

九

）

に

生

ま

れ

、

明

暦

元

年

（
一
六

五

五

）

に

遷

化

し

た

の
で

。
三
師

は
彼
の
一
つ
上
の
世
代
に
あ
た
る
。

三

師
は
禅
浄
双
修

の
徒
で
、
「
教
者
」
で

も
「
禅
者
」
で

も
あ

っ
て
、
当

時
沈

滞
し
た
明
末
の
仏
教
界
を
大
い
に
振
興
し
た
こ
と
で

知
ら
れ

る
が
、
恵

中
は
無
師
独
悟
で
あ

っ
た
彼
ら
と
正
三

の
間

に
共
通
点
を
指
摘
す

る
。
そ
し

て

彼

は
正

三

の

言

葉
と

し
て

、
「
正

師

無

キ
處

二
於

テ
、
偽

テ

立
‘・・

師

様
・
・
。

方
便

卜
為

ス
人

有
リ
。
是
大

ナ
ル
重
罪

ナ
リ
ト
、
常

二
呵
二
・
責

之
・
・
矣
」
と
言
う
。

道
元

は
如
浄

に
嗣
法
し
て
宋
朝
禅
を
伝
え
た
が
、
正
師

な
き
時
代
の
正

三

は
明
末
の
三
師
と
と
も
に
、
正

師
な
き
が
ゆ
え
に
無
師
独
悟
を
つ
ら
ぬ
い
た
。

道
元
は
と
も
か
く
、
正

三
に
つ
い
て

は
鈴
木
大
拙
や
中
村
元
の
研
究
以

来
、

そ
の
独
自
性
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
う
し
た
点
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る

こ
と
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
両

者
の
立
場

は
と
も
に
中
国
仏
教
と
の
関
係
の

側
面
を
抜
き
に

は
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で

あ
っ
て
、
彼
ら

の
修
証
観

は
褝
思
想
史
上

に
お

い
て
注
目
に
値
す

る
興
味
深
い
対
照

を
な
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

（
１
）
　
武
蔵
野
市
立
図
書
館
武
蔵
文
庫
蔵

『
浅
草
寺
旧

蹟
考
』
九
丁

ウ
。
傍
点
は
引

用
者
、
以
下
同
じ
。

（
２
）
　
熊
本
市
天
福
寺
蔵
『
石
平
道
人
行
業
記
辨
疑
』
元
禄
一
〇
年
板
、
二
〇
丁
オ
。

（
３

）
　
水
野
弥
穂
子
校
注

『
正

法
眼

蔵
四
』
岩
波
書
店
。
一
九
九
三
年
、

八
六
頁
。

（
４
）
　
『
正
法
眼
蔵
四
』
七
五
頁
。

（
５
）
　
バ
ー

ク
レ
ー
三
井
蔵
『
驢
鞍
橋
下
』
万
治
三
年
堤
六
左
衛
門
本
、
六
丁
オ
。

（
６
）
『
驢
鞍
橋
中
』
Ξ
八
丁
オ
。
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（
７
）
　
大
谷
大
学
林
山
文
庫
蔵
『
反
故
集
下
』
寛
文
一
一
年
堤
六
左
衛
門
本
。
七
丁

ウ
。

（
８

）

『
正

法
眼
蔵
一
』

二
ニ
ニ

ー
ニ
ニ
三
頁

。

（
９

）

『
正

法
眼
蔵
一
』

一
五
頁
。

（
1
0）
　『
驢
鞍
橋
下

』
一
丁

ウ
。

（
1
1）
　『
驢
鞍
橋
上

』
三
丁

ウ
。

（
1
2）

『
驢
鞍
橋
上

』
四

二
丁
オ
～
ウ
。

（
1
3）
　『
反
故
集
上

』
三
四

丁
オ
～
ウ
。

（
1
4）

『
驢
鞍
橋
上
』
四

九
丁
オ
。

（
1
5）

『
驢
鞍
橋
上

』
五
四

丁
オ
～
ウ
。

（
1
6）
　
鹿
沼
市

立
大
仰
文
庫
蔵

『
万
民
徳
用
』
堤
六
左
衛
門
本
、
二
〇
丁
ウ
。

（
1
7）
　『
万
民
徳
用
』
二
六
丁
ウ
。

（
一
8
）
『
万
民
徳
用
』
五
丁
オ
。

（
1
9）

『
万
民
徳
用
』
二
二
丁
ウ
。

（
2
0）
　『
万
民
徳
用
』
一
八
丁
ウ

ー
一
九
丁

ウ
。

（
2
1）

『
驢
鞍
橋
下

』
八
丁

ウ
～
九
丁

オ
。

（
2
2
）
『
驢
鞍
橋
下
』
一
一
丁
オ
ー
ウ
。

（
2
3）

『
驢
鞍
橋
下

』
一
一
丁
ウ
。

（
2
4）

『
正
法
眼
蔵
一
』
二
八
～
二
九
頁

。

（
2
5）
　
木
村
静
雄
「
徳
川
初
期

に
お
け

る
臨
済
褝

の
低
迷
と
そ
の
打
開
」
『
禅

文
化

研
究
所
紀
要
』
第
九
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
七
七
年
、
四
四
五
頁
。

（
2
6）
　『
正
法
眼
蔵
二
』
三
七
四
頁
。

（
2
7
）
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
『
草
庵
雑
記
下
』
寛
文
九
年
堤
六
左
衛
門
本
、
二
丁
ウ

ー
三
丁
ウ
。

（
2
8）

『
草
庵
雑
記
下
』
三
丁
ウ
。

（
み

う

ら

・

ま

さ

ひ

こ
、

日
本

思

想
史

。愛

知
学

院

大
学

非

常

勤

講

師

）
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